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よく行をう ことを明らか に して し
.
ゝる ｡
第 3章で は , 2 つ の 2方 電 子系 を用 い て , 反応 に関与する励起種の電子状態 とその 反応性との 関連
に つ い て さら に詳細に検討を加 えて い る ｡
第1節で は, 立体化学的方法 により4 , 5 - ジ メ チ ル シ ク ロ へ キセ ン の 光分解 にお ける ス ピ ン相関効
果を明 らかに し , さらに中間に ホ ッ ト ビ ラ ジカ ル が介在するこ とを示唆 して い る ｡ 第2節で は, シ ク
ロ オ ク テ ン の シ ス ー ト ラ ン ス異性化反応 にお い て 中間に生成する電子的励起種の ス ピ ン多重度お よび
振動励起が光定常状態 におけ る ト ラ ン ス/シ ス 比 に顕著を影響を及ぼす ことを見 い 出し, そ の機構を
解明して い る ｡
総括で は, 各章で得られた結論を要約すると ともに , そ の成果を ←脂肪族オ レ フ ィ ンの 光化学｣ と
して体系化する ことを試みて い る ｡
論 文 の 審 査 結 果 の 要 旨
本論文は! 従来全く体系的研究の行われ て いを い脂肪族 オ レ フ ィ ン の 光励起 により生成する電子的励
起種の性状 お よび化学反応性を解明 し, 体系化するこ と に より , そ の 有機合成化学 へ の道を拓 い た ｡
特 に従来多くの励起状態を含む複雑な電子系での み議論されて い た電子状態と反応性との 関連を最も
単純化 した 2打電子系 に つ い て明確 に した意義は大き い ｡
以上の ように脂肪族 オ レ フ ィ ン の光化学反応を体系づ けた こ とは , 不飽和結合を有する多種多様の
有機化合物の 光化学反応を論 じる学術上 に も, また合成化学 へ の応用面にも貢献する所が大きい ｡
よ っ て本論文は博士論文と して価値ある もの と認める ｡
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よ な ことを明らかにしている O
第3章では つの π 子系を用いて，反応に関与する励起種の電子状態とその反応性との関連
についてさらに詳細に 討を加えている O
第 では，立体化学的方法により ， ージメチルシクロヘ ンの におけるスピン
果 らかにし，さ に中 にホットピラジカルが介 することを示唆している O では，シク
ロ ク ン ー ラン におい 中 の ピン
が光 におけるトランス 比に顕著な 響を ぼすことを見い出し，その を
明し いる O




の ， ， へ O
に
π にした意義は大きい。
以上のよ に イ ，
有 化 の ， た合 への応用面にも貢献する所が大きい。
O
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